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において，外乱。から評価出力zへの伝達関数のH。。ノルムがある許容水準以下であるという満足化条
件のもとで，2次評価関数を最小化する問題を取り上げた．
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       Long－Step A舐ne Sca1ing法の大域的収束性について
                                    土 谷   隆
 次のようだ線形計画問題＜D＞を考えよう：
               m三nimize c±κ，subject toκ∈P，
                 P＝1κ∈”1〃κ一ろ≧O｝，














   は分かっていなかった．
（II）最適値の値を推定するための有効な方法が存在したかったため，明快な停止条件が設定できた
   かった．
 我々は，Tsuchiya（1991．1992）で提案された大域的収束性の証明を元に，Dikin（1992）によって示
された興味深い結果を拡張し，次の結果を得た．これは，上の2つの問題点を一挙に解決したものと考
えられる：
 定理．（Tsuchiyaand Muramatsu（1992））．上述の仮定の下で，λ＝2／3とすると，反復（1）で生成
される点列｛κω｝は＜D〉の最適解集合の相対的内点に収束し，同時に双対推定の点列y（κω）は〈D〉
の双対問題の最適解集合の相対的内点に収束する．その際，目的関数値は漸近的に収束率1／3の一次収
束をする．
